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聖石遺跡 全景

山の神遺跡 列石と竪穴住居



序
本年度は行政改革の一環 として大幅な組織改正が行われ、これまで独立 した財団法人であっ

た長野県埋蔵文化財センターは、㈲長野県文化振興事業団の傘下に加わることにな りました。

それに伴い、上 田 ・長野の二事務所体制 を廃止 して一本化 し、高速道路関連の整理作業 を中心

にして、新たな発掘 を加 え、事業 を推進 して参 りました。

本年度は、県営圃場整備事業に関連 した聖石遺跡、県単農道整備事業に関連 した駒込遺跡、

国営アルプスあつみの公園に関連 した山の神遺跡を調査 しました。聖石遺跡では縄文時代中期

後半の環状集落を丸ごと調査 し、、山の神遺跡は縄文時代早期押型文期の竪穴住居を中心 とす る

集落を本格的に調査 しました。得 られた資料は絶好で、新聞等にも報道され、注 目を集めまし

た。

高速道路関連の整理 ・報告書刊行作業はピー クを迎え、上信越 自動車道関連の佐久市 ・小諸

市 ・東部町 ・上 田市 ・坂城町内のほ とん どの遺跡、長野市松原遺跡の弥生時代編の一部や村東

山手遺跡 ・小滝遺跡等 ・榎 田遺跡、更埴市屋代遺跡の古代編などの報告書を刊行致 しました。

また、高速道路関連残 りの遺跡につきましても、平成11年 度 を目標に報告書を刊行 させ るべ く、

作業を進行 させて参 りました。

普及 ・公開活動 と致 しましては、速報展 「発掘 された大昔の暮 らし」 を、長野県民文化会館

で開催 しました。

本書は平成10年 度に当センターが実施 した事業の概要をまとめたものです。ご参考 となれば

望外の喜びです。

日頃よ り当センターの事業 にご協力 ・ご指導いただいている関係各位にお礼申し上げるとと

もに、一層のご支援をお願いする次第です。

平成11年3月

長野県埋蔵文化財センター

所長 佐久間 鉄 四郎
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1発 掘調査及び整理作業の概要

平成10年 度の発掘調査は、県営圃場整備事業関連 ・農道整備事業関連 ・国営公 園関連の諸遺

跡を対象に した。整理作業は上信越 自動車道関連 ・国道バイパス関連遺跡を対象 とした。概要

を以下の一覧表に示す。

(1)発 掘調査

県営圃場整備事業 ・国道付替事業関連

所在地 遺跡名

調査対

象面積

m2

契 約

面 積

m2

調

査

面

調査延

面 積

m2

調査期間
調査

員数

調査

状況
主な検出遺構 主な出土遺物

次年度以

降調査面

積m・

茅野市 聖 石 15,600 15,600 2 20,000
10.4.9

～11・1・14
3 完了 縄文時代環状集落

縄文 土器 ・石器、土

偶 、窮翠製垂飾等
0

農道整備事業関連

浅科村 駒 込 6,000 3,000 1 3,000
4・27

～6・30 2 継続
平安時代竪穴住居、

掘立建物、近世井戸等
古代中世の土器等 3,000

国営アルプスあつみの公園関連

大町市 山ノ神 35,950 4,300 4 8,000
71

～12・4
2 継続

縄文時代竪穴住居、

集石炉、土坑等

縄文 土器、ブレイ ク

石器 等
未定

発掘調査3遺 跡のうち、山の神遺跡のみ昨年度以来の継続調査である。本年度は遺跡の中心

部分 に=遭遇 し、昨年度 とは桁違いに充実 した調査 となった。駒込遺跡は住宅の撤去問題があ り、

2年 次に分割 して調査することになった。遺跡の中心は来年度調査予定地だ と推測 され る。聖

石遺跡は圃場整備事業に関連するが、これは当センターに とって初めての事業で、同一の遺跡

なが ら三者か ら委託 を受けて実施 した。縄文時代 中期の環状集落を丸 ごと調査す ることとな り、

遺跡の規模の大 きさと密度の濃 さに苦慮 し、1月 までかかってようや く終了することができた。

(2)整 理作業

事業別 所在地 遺跡名 作業内容

上 信越 自動 車 道 佐久市 ・小諸 市 ・東部町

上 田市 ・坂城 町 ・更埴 市

長野市

芝宮 ・中原 ・中田 ・真行寺 ほか

陣馬塚 ・宮平 ・東平 ほか、更埴 条里 ・屋代 の一部

松原の一部 ・村東 山手 ・小 滝等 ・榎 田

図版作成 ・報告書刊行

更埴市

長野市 ・信濃町

更埴条里 ・屋代 ほか

松原 ・川 田条里 ・日向林B・ 貫 ノ木 ・東裏 ほか

接合 ・実測 ・図版作成

国 道 バ イ パ ス 更埴市 屋代 ・大境 接合 ・実測 ・図版 作成

高速道路間連の諸遺跡は、郷土遺跡、屋代遺跡の一部、松原遺跡の一部、川田条里遺跡、春

山B遺 跡、信濃町の諸遺跡を除いたすべての報告書を刊行 した。残 りの遺跡も11年度刊行 を目

指 して整理作業 を進行 させた。 また、国道403号 線バイパス関連の屋代 ・大境遺跡は原稿 まで

完成 させ、印刷 ・刊行だけを来年度に持ち越 した。
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1聖 石遺跡(県 営圃場整備事業 ・国道299号 線付け替え事業関連)

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

遺跡の立地

遺跡の特徴:

検 出遺構(11年3月 現在の確定数)

茅 野 市 北 山芹 ケ 沢 聖 石7634一 イ ー1ほ か 調 査 担 当 者:柳 澤 亮 ・臼 居 直 之

平 成10年4月13日 ～11年1月14日 臼 田 広 之

15,600m2

入 ヶ岳 の 裾 野 、 渋 川 に沿 う東 西 に 長 い 細 尾 根 状 の 台地 上 部 と そ の 南側 の沢 に 面 す

る斜 面 。 標 高1,038～1,048m。

縄 文 時 代 中期 ～後 期 の集 落

遺構名 数 備 考

竪穴住居跡 89 敷石住居跡9軒 含む

土坑 約2000 墓墳、方形柱穴列など含む

焼土跡 30 炉跡含む

遺物集中 18

溝跡 4 近現代

不明遺構 25 屋外埋設土器含む

出土遺物

土 器:縄 文時代 中期 ・後期土器

石 器:石 鍛、石錐、石匙、打製石斧、

磨製石斧、磨石、敲 き石、石皿、

台石、黒曜石石核

土 製 品:土 偶、土器片板

石 製 品:石 棒、輩翠製垂飾

骨 角 製 品:管 状垂飾

調査の経過 聖石遺跡の名は、古 くから畑の中にあったとい う安 山岩の巨礫 「ヒジ リ右」に由

来する。当地は以前 より石鍛などが拾 えることで有名で、昭和40年 前後の開田工事では多 くの

縄文土器や石器が出土した という。因みに聖石遺跡 と同じ台地の上方100m、 標高1,070mの 地

点には縄文時代中期の遺跡 として著名 な長峯遺跡がある。

今・回の圃場整備に伴 う発掘調査は、茅野市教育委員会によって平成9年 度か ら開始された。

9年 度には台地上の東地区が終了し、敷石住居跡が濃密に重複する南斜面地区は、平成10年 度

まで継続調査 となった。当センターは10年 度 より、台地上部 を中心 とす る地区、15,600m・ の調

査を担当した(第2図)。

地区内は茅野市教育 委員会の

試掘成果 に基づ き全 面調査 を

行 った。その大半は同一検出面

による調査であったが、一部旧

地形の残 る箇所 では縄文後期面

と中期面の2面 調査 を実施 した。

調査 は工事工程 と調整 しなが ら

進めて、調査期 間中に西側地区

の一部を都合2回 明け渡 し、平

成11年1月 に全て終了した。以

下に時代毎の調査概況 を記す。

第i図 聖 石遺 跡位 置図(lIOO,000)
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第3図

第2図 調査範囲図(1=4,000)

旧石器時代9年 度の市の調査では、旧石器時代に属す る石器が出土 しているが、今年の調査

では見つかっていない。一部で遺構検出面に当たるIV層上面以下(IV層 は主にローム主体層、

下部V層 は巨礫 を含む堅固な砂礫層)に トレンチ調査を実施 したが、成果は挙がっていない。

縄文時代中期初頭 明らかな遺構が残るのは中期初頭か らである。 しかし未だここに集落を営

んではいないようで、調査 区西端に九兵衛尾根式+器 を一括廃棄 した浅い円形の土坑1基 が確

認されているのみである。

縄文時代中期後葉 この時期に初めて集落が形成される。集落は土・器型式でいう瞥利1～5式

期、更に最終的には後期堀之内2式 期まで繋がっている。

中期の集落:形態 を概観すると、台地の最大幅(80m程 度)部 分には環状集落が形成 されてい

る。直径10m程 の遺構の空白域(中 央広場)を 囲む ように、その外縁直径50m程 の範囲内に1,

800基 を越える土坑群、最外縁に竪穴住居群が配置される。

竪穴住居は2年 間で84軒 を調査 した。ただ し、この数値は完全ではな く、今後の整理作業に

よる増加 と、削平部分の分布推定を加味すれば、遺跡全体 では100軒 前後になるだろう。

分布は単に環状ではな く、西は環状範囲から南向き斜面(台 地下方)ま で塊状に範囲を延ば

し、東は台地幅の狭まる部分(台 地上方)に も数軒の住居が確認されている(平 成9年 度茅野

市調査)。 東西最端の住居間を測れば200mと 集落:規模は長大になるが、各住居の存続時期は今

後の課題であ り、従って各期の集落規模の変容は未だ把握できていない。ただ調査 の所見では

おおむね前半(曽 利1～3式 期)は 環状配置であったものが、後半(曽 利4～5式 期)に なっ

て東西まで配置範囲を広げていったと言えそうである。

住居構造 自体 も前半 と後半では変化が認め られる。前半の住居は円形プラン、円形配置の柱

穴で、やや奥壁寄 りに平面楕円形で転石利用の浅い石囲炉を持つ タイプが多 く(第4・6図)、

後半の住居は方形 または五角形に近いプランで4本 の主柱穴を持ち、いっそう奥壁寄 りに方形

屋 外埋 設 土器

(下=断 面)
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第4図SBO9住 居 跡(北 よ り) 第5図SB37住 居 跡(北 よ り)

第6図SBO9炉 第7図SB37炉

で角礫利用の大 きく深い石組炉を設けるタイプが増加する(第5・7図)。 また石棒 を炉奥に埋

置した り縁石へ転用する例や、副炉 を持つ例、炉縁に小形土器 を埋置する例、柱穴際に立石を

配する例(第5図)な どが見られる。入口部の埋設土器 も一般的となり、複数の埋設土器を持

つ例 もある。土器は底部が欠損 し、正位 も逆位 もあり、石 で蓋 をすることもある。

土坑は、総数2,000基 以上あ り、その性格は多様である。まず環状配置内では、径lm程 の円

形や楕円形でそれ程深 くな く、蒲翠製垂飾や完形土器などを持つ土坑は墓 と推測され、中央広

場に近い最 も内縁に配置 される傾向がある。また径は1m弱 だが、1m以 上の深 さがあ り、柱

痕跡も確認される土坑は建物跡の柱穴の可能性が高い。今の ところ1問 ×1間 、1問 ×2間 の

方形柱穴列が10基 以上、半円形に配列 される柱穴列 も2基 確認され、この数値は今後の検討で

更に増加するだろう。こうした柱穴群は墓 と重複 しつつ もその外側に配置される傾向があ り、

かつ環の南北側には存在 しないようである。その代わり南北側 には径40cm以 下の小規模な土坑

が密集するが、その性格は即断できない。

他に台地外縁には貯蔵を目的とした大小のフラスコ状土坑や陥穴などが分布する。 フラスコ

状土坑は中期～後期に属 し、陥穴は遺物がな く、所属時期の特定は難 しい。

屋外の埋設土器は2～4基 がまとまった状態で数群検出されている(第3図)。 その位置は環

状配置の住居群のごく内縁に隣接するという点で共通する。いずれ も比較的大形の深鉢形土器

を用い、正位で底部が残っていることが多い。
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また台地北斜面にある3カ 所の微小な谷頭は、その堆積土中に土器片や石器が多量に包含さ

れることから、当時のゴミ捨場 と推定される。なおこの調査のため、部分的に台地平坦面 より

4m下 まで調査範囲を拡大 した。

縄文時代後期 集落は中期後葉 より後期の称名寺式、堀之内1・2式 期 まで続 く。 しかしその

住居配置は台地上から、次第に南斜面(茅 野市調査地区)と その周辺部分へ と移行 してい く。

後期の遺構では敷石住居・跡或いは配石遺構、土坑が挙げられるが、いずれ も中期遺構 より後

世の耕作等の影響 を強 く受けていて、検出状況は良好ではない。

敷石住居跡はセンター調査地区では9軒 を数える。所属時期 は中期終末期(曽 利5式 期)か

ら称名寺式期、堀之内1式 期に属す ると思われる。なおこの数値や時期は、今後、覆土内の土

器の検討や、配石遺構の住居登録化などの作業で修正されていくものである。

このうち最 も良好なSB75住 居は、市調査地区の 「造成」された敷石住居群 を見下ろす南斜

面直上に位置する。南東部に残存す る敷石は主に板状節理の安 山岩を用い、その形状か ら、敷

石の全体形は八角形 を推定する(第8図)。 炉は主体部中央に位置 し、八角形に並べ た細長い円

礫 を更に円礫 で方形に囲むようである(第10図)。 炉火床部には鉢形土器が埋置 されている。主

柱穴は9基 で入口部 と思われる南側の2基 は隣接 して並ぶ(第9図)。 主柱穴間は浅い周溝で結

ばれ、主柱穴外周には主柱穴問毎に2～3基 の支柱穴が円形に巡る。住居の全体形は、南側の

地形が後世に低 く改変されていて掴めないが、主体部は円形の掘 り込み といえる。規模は主柱

穴の柱痕問で東西740cm、 主柱穴規模は最大で径90cm、 深さ154cmを 測 り(第11図)、 大形住居の

部類に入る。なお炉体土器や ピット内一括出土の土器から所属時期は堀之内!式 期 といえる。

今後の課題2か 年の調査は台地全面に及び、削平部分以外は凡そ集落の全体像 を把握 し切っ

たといえる。 こ

れか ら膨大な遺

構の時期や性格

付けを行 い、各

期の集落構成 を

捉 え、その変容

を纏めることに

よって、当該期

の一標式 となる

ような集落遺跡

としたい。

第8図SB75敷 石状 況(北 よ り)
第10図SB75炉

第9図SB75主 柱穴 配置(北 よ り)
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2駒 込遺跡(県 単農道整備事業関連)

所 在 地:北 佐久郡浅科村桑山

調査担当者:上 田 真、石原州一

調 査 期 間:平 成10年4月27日 ～6月30日

調 査 面 積:3,000m2

遺跡の立地:丘 陵地

検 出 遺 構 二竪穴住居跡2、 掘立柱建物10、

土坑800、 井戸1他

出 土 遺 物:縄 文土器、土師器、須恵器、

内耳土器、陶磁器、中国銭他

遺跡は千曲川の支流の布施川に面する丘 第12図 駒 込 遺 跡 位 置 図(lioo,000)

陵上に立地 し、北西から南東にむかって傾斜 している。現地 目は畑で、暗渠排水が縦横に走っ

ていた。

調査区内の層位は上から現耕作土、黒褐色土、茶褐色土、山砂の順で、遺構は3層 目の褐色

土上面、4層 目の山砂の上面で検出された。主な遺構は、平安時代の竪穴住居跡2軒 、中世の

掘立柱建物約10軒 、土坑約800基 、近世の石組の井戸1基 などで、このうち竪穴住居跡は斜面の

上部、調査区北東部で検出されているが、削平が著 しく壁溝の一部を検出するにとどまった。

掘立柱建物跡は土坑の対応関係の検討が進んでおらず、今後増減するかもしれない。多数検出

された土坑は墓坑の可能性 を持つ1.5×1.Om程 度の長方形のもの10基 を含むが、大部分 は15

～50cm程 度 と小形である。多 くは中世に属するだろうが、須恵器蓋の完形品や1068～1094年 初

鋳の宋銭3枚 が出土 した土坑 などは平安時代に遡 ると思われる。

主な出土遺物は、縄文土器、石器、土師器、須恵器、内耳±器、陶磁器、中国銭などで、表

土中や土坑内から出土す るが小片の うえ量も少な く、前述の須恵器蓋を除いて復元できそ うな

ものはない。特に縄文時代の遺物の出土は調査区西端付近の遺構外に限られ、来年度調査予定

の調査 区西側にこの時代の遺構が存在す る可能性が高い。

第13図 調査区全景
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3山 の神遺跡(ア ルプスあつみの公園関連)

所 在 地=大 町市常盤 調査担 当者:石 原州一一一、上田 真

調 査 期 間:平 成10年7月13日 ～12月4日 調 査 面 積:4,300m・

遺跡の立地:乳 川扇状地の扇頂付近～扇央部

検 出 遺 構:縄 文時代早期 竪穴住居跡11棟 、集石遺構44基 、列石3基 、土坑約80基 、焼土

跡18基・

出 土 遺 物:縄 文時代早期 土器、石器(異 形部分磨製石器、掻器、削器、石鍛、石錐、特

殊磨石、磨製石斧、敲石 など)

第14図 山の 神 遺 跡 位 置 図(lIOO,000)

第15図 集石炉

調査2年 目の本年度は、昨年度からの

継続範囲を中心に西方 と北方に調査区を

大 きく拡大して実施 した。その結果調査

区の地形 をほぼ把握することができた。

小さな流れによる浸食の跡が複雑に入 り

組むが、大観すると中央部からやや北よ

りに微高地が尾根状に残され、 その南側

と北側は西から流下する浅い谷によって

削 られていた。そのため堆積の状態は、

谷部分 と微高地部分では大 きく異な り、

昨年度報告 した調査区南端の土層は谷を

埋めた土層の状態を示す ものである事が

明らかになった。遺構の集中す る微高地

では表土直下 よ り黒褐色±(a層 とす

る)、黄褐色土(b層 とする)が 繰 り返 し

堆積 した様子が観察され、最 も堆積の厚

く残った部分で上部よ り1層(表 土)、II

層(IIa層=黒 褐色+・IIb層=黄 褐色

土)、III層(IIIa層 ・IIIb層)、IV層(IV

a層 ・IVb層)と 大 きく4分 層する事が

できる。これら黒褐色土、黄褐色土 とも

に良好な包含層であるがIVb層 は白黄褐

色十層 となり無遺物層(地 山)で ある。

しか しこの微高地内にですら泥流(土 石

流)の 跡 と思われる部分が観察 され、す

べての区域 を同じ層位で括 りきれない困

難が伴 う。
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第16図 山の神遺 跡 遺 構 配置 図(1=500)

本年度の調査は微高地部分が中心 とな り遺構数は著 しく増加 した。竪穴住居跡はIII層とIV層で
へ

11軒 を検出した。平面形は長円形6軒 、隅丸方形2軒 、切 りあいにより形態が不明の もの1軒 、

調査未了2軒 である。おのおの長径は4.2mか ら5.7m、 短径は2.5mか ら4.Omで ある。壁の立

ち上が りは比較的明瞭であった。 また柱穴は1軒 で、住居内の炉は2軒 で検出できた。本年度

III層面で調査が中断 した地区では トレンチ観察で更に何軒かの存在が確認されてお り、住居域

は調査 区の東側に広が ることが予想 される。

集石 は昨年調査分 を含め44基 を検出した。このほかに列状に石 を並べ た遺構が3基 検出され

た。集石の形態はさまざまで、昨年度 より見 られる熱を受けた礫が浅い土坑にほぼ円形に集め

られたもの、石組み炉 ともいえる構造 を持つ集石炉、小礫 を斜面に敷 き詰めたもの、礫 を集め

たものなどがあ り、他地域での類例 を調べ慎重に検討を進めたい6集 石炉は8基 を検出した。

底部には平石を敷 くか小礫 を敷 き詰め、また側面 も貼 り付けられた石が直立する形態と大 きめ

の石がやや斜めに開 く形態がある。 どの形態も遺存状態のよいものは貼 り付け られた炉石の構

造は堅固で、炉内に投入された礫 との判別は容易につ く。内部に拳大からやや大 きめの礫 を多
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数投入 した例が多いが、礫が投入されず拳大の礫が多数投入 された土坑 と並んだ例 もある。集

石炉は、直径40cm程 度か ら最大で1mほ どである。列石 は大小3基 を検出 したが、最長の1基

はほぼ直角に折れ曲がる形態 をとる。規模は南北方向に約8mで 、その北端が西の方向に2m

程 曲が り、さらに延長すると推測される。これは集石遺構 と重複 してお り、来年度に本格的な

調査を実施の予定である。最小の列石は全長lm程 度で一列に小礫が並べられている。 これら

以外に小 さな谷地形の縁に沿 って小礫 を並べたと思われる遺構が見 られ、遺構か どうか判断に

迷 う。

土坑は大小約80基 を検出した。最大は径が3.4m×2.4mの 長円形の平面形を持ち、深さ0.37

cmで竪穴住居跡 と類似する。 また直径約2m、 深さ約1mの ほぼ円形の土坑が2基 検 出された

が、これは貯蔵穴ではないか と思われる。 これら以外に様 々の形態を持つ土坑が見 られるが今

後その性格 を検討 したい。 また焼土跡は18基 を検出したが特定の形態はとらないようだ。

遺物は昨年度同様全域か ら出土 し、種類 ・量 ともに豊富である。ただし谷の部分では覆土の

大半をなす黒褐色土にはほとんど見 られず、谷底に堆積 した黄褐色土中よ り多く出土する。 ま

たIVb層(白 黄褐色土層)は 無遺物層で、い くつか2×2mの グ リッ ドを設定し、深掘 りをし

たが遺物は検出されなかった。一方遺構の集中 した微高地部分では各層位から多量に出土 し、

まとまって出土す る個所 も見 られる。 しかし竪穴住居跡内に遺物が集中す る傾向はない。

昨年同様 ホルンフェルスと言えるほど硬い頁岩の剥片類が主体で、黒曜石、チャー トの剥片

類の出土は大変少ない。また検出される原石 ・石核は頁岩で、これを用いて盛んに石器の製作

がなされていたことが予想される。原石は東方6kmの 高瀬川の河原で採集可能であるが量は多

くない。主なツールは削器、掻器(頁 岩、チャー ト)・鍬形鍛(チ ャー ト、頁岩、黒曜石)・ 石

錐(頁 岩)・ 異形部分磨製石器(チ ャー ト)・磨製石斧(蛇 紋岩)・ 敲石(花w岩 、砂岩)・特殊

第17図 竪穴住 居跡 第is図 列石 と集石 炉
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磨石(花wtfi岩)・磨石(花w岩 、安山岩)な どがある。中でも異形部分磨製石器(ト ロ トロ石器)

は総数で37点 を数える。うち28点 が集中出土 した。石材は精選 されたチャー トを使用 し表面は

滑らかに磨かれている。大 きさは4段 階に分類できる。また磨製石斧は大中小の3本 が敲石 と

ともにまとまって出土した。刃部 を磨いて鋭 い刃がつけ られている。特殊磨石の出土量は多く、

石皿や台石 と思われる扁平で大 きな礫 も見られる。

+器 は細久保式 を主体 とす る押型文土器が中心である。II層 からIV層 までで多量に出土する。

また胎土に繊維を含むものが多い。文様は楕円文 を中心に多彩で、異種文様 を併用する例 も多

い。施文方法に変化は見られずほ とん どが同 じ時期に属すると思われる。竪穴住居跡より一個

体分の押型文土器がつぶれた状態で出土 し、ほぼ完形に復元できた。口径24cm、 器高44cmの 砲

弾形をなし、頸部でやや くびれ、口縁部に向かって若干開 く細長い器形である。文様は山形文

がほぼ全面に施文 されるが、頸部に設けられた横位の空白帯には縦の沈線が平行 に施文されて

いる。押型文土器以外には沈線文土器、撚糸文土器、無文土器、縄文土器が出土 している。沈

線文土器には沈線 と貝殻腹縁文 を施文 したもの と、沈線 とC字 状の刺突文 を施文 したものが見

られる。 また撚糸文には細い原体 と太い原体 とが見 られる。沈線文土器 と撚糸文土器は調査区

南部の谷底から出土する傾向が見られた。 また縄文土器はほぼ全面に縄文を施 しているもの と

思われ るが、一部に沈線を用いて施文 している。なお表裏縄文土器は見られない。

第19図 異形部分磨製石器出土状況 第20図 押型文土器出土状況
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4宮 ノ反A遺 跡群ほか(上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書17・ 整理作業)

担 当 者:宇 賀神誠司

佐久インターチェンジ以北の対象遺跡の内、佐久市 ・小諸市境付近に分布する8遺 跡を一括

整理 している。地理的には佐久盆:地平野部の北端に位置する遺跡群 で、古墳時代後期後半か ら

平安時代前半の律令期型集落跡が中心 となっている。 これか ら北は、浅間火山帯の裾野地形 と

なって縄文時代の遺跡が密集す るようになる。

発掘調査は平成2年 度から5年 度にかけて断続的に行い、平成7年 度か ら本格的な整理作業

に着手 している。ただし、8年 度には急遽整理担当者が発掘調査に対応せ ざるをえな くな り、

また9年 度は年間をとおして北陸新幹線関連の報告書に対応することとなった。

平成8年 度 までは遺物の整理作業 を中心にして行い、実測 ・トレース ・写真撮影などがすべ

て終了 し、版下に使用する個 々の遺物図版はほぼ出揃ったことになる。平成10年 度はいよいよ

報告書刊行の年となり、遺構図版 を整理 し、 トレースを進めなが ら版下 を作成 し、あわせて原

稿 を執筆 した。

律令期型集落跡が主体 となっているが、遺物は極めて貧弱であ り、原稿では余 りふれていな

い。明らかに7世 紀を中心 とした集落も多々認められるのだが、未だ時期尚早です くな くとも

25年程の単位で編年を組むようなことは しなかった。ただし、底部に回転箆削 りが残 る須恵器

杯が出現する奈良時代中葉以後については少なからず編年を試みている。

遺構分布密度は決 して良好ではな く、これについても残念ながらあまり傾向はつかめていな

い。ただ し、方形に巡らされた区画溝 を溝をもつ掘立柱建物跡群については、「尺」の問題か ら

い くつかの問題 を提起 した。参照されたい。

第21図 宮 ノ反A遺 跡群北 端 部の 区画溝 に囲 まれ た掘立柱 建物 群
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5芝 宮遺跡群ほか(上 信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書18・ 整理作業)

担 当 者:藤 原直人

経過:遺 跡群は佐久盆地の北部、佐久市 と小諸市の境、浅問山の南斜面に広が る田切 り地形の

台地上にある。発掘調査は平成4年 度か ら6年 度にかけて行われ、平成7年 度から整理作業を

行 っている。平成8年 度は阪神大震災の復旧 ・復興のため整理担当者が派遣 され、整理作業は

1年 間凍結 となった。今年度は3年 目である。検出され,た遺:構は、芝宮遺跡群が竪穴住居跡245

軒 ・掘立柱建物跡約90棟 、中原遺跡群 では竪穴住居跡140軒 ・掘立柱建物跡約90棟 を数える。

これまでの整理作業は、平成7年 度が図面の修正 ・遺物の接合、9年 度は遺物の実測 ・トレー

ス ・写真撮影 を主に行った。

本年度の作業:土 器の実測、遺構 ・遺物の トレース、遺構 ・遺物 ・写真図版の作成を行った。

中間報告:遺 構の時期は、6世 紀から10世紀 まで継続す る。遺物は6

世紀代から見うけ られ、集落 としては6世 紀後半に定着 し始め、7・

8・9世 紀に急激に増幅したと捉えている。そして10世 紀以降は徐 々

に規模は縮小 し、11世 紀には痕跡をとどめる程度で調査区域か ら消滅

している。

佐久地方の該期の土器様相は在地色が弱 く、6世 紀は北信地方、同

後半か らは関東の主に上野、9世 紀の後半には北信地方などたえず他

地域の影響 をうけ、出土する土器の主体はその様相を変 えている。

数量的には極めて少ないが、遠方 との交流を示唆す るような土器が

見 うけられたので報告する。

中原遺跡群の7世 紀代の住居跡(SB302)か ら南伊勢系の可能性の

ある土師器の甕が出土 していたことが、昨年度の整理作業において確

認 されている。本年度は、芝宮遺跡群の9世 紀後半 と考 えられる住居

跡(SB89)か ら出土 した土師器甕(第22図)が 、濃尾地方の甕 と類

似 していることが判明 した。 口径10.6cm・ 残存高13.8cmを 測 り、器肉

の薄い小型甕で、外面にはハケ 目が施 されている。 また、内面には煮

焦げ痕 と思われる変色が認められ る。東信 ではご く稀に見 られる小型

甕である。

第22図 芝宮SB89

出土 土 師器

その他、到 り鉋(く りがんな)と 考え

られ る鉄製品が芝宮遺跡群の10世 紀の住

居跡(SB151)か ら出土 している。長 さ

は23.5cm・ 刃部の幅は1.3cmを 測 る。木製

品の加工に使用された と考えられるもの

で、完形での出土は古代 ではほ とん ど類

例が無いと思われる。
第23図 芝 宮SB151

出土鉄 製 品
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6郷 土遺跡ほか(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書19・ 整理作業)

担 当 者:桜 井秀:雄

昨年度は担当者が原村教育委員会へ派遣 されていたため整理作業は1年 間凍結 していたが、

再開した。そして今年度が整理作業の最終年度にあたった。本書には小諸市内に分布する、三

子塚遺跡群 ・三 田原遺跡群 ・岩下遺跡 ・石神遺跡群 ・郷土遺跡 ・東丸 山遺跡 ・西丸山遺跡 ・深

沢遺跡の8遺 跡が収録される。時代的には縄文時代か ら古代 まで様々な遺構 ・遺物が確認され

ているが、その中心は縄文時代であ り、浅間山南麓にひろがる縄文遺跡群の報告書であるとも

位置づけられ よう。

ここでは郷土遺跡の今年度の整理作業 について述べ てお きたい。今年度は遺物の実測 ・ト

レースと遺構 トレースが作業の中心であった。とりわけ縄文土器は総計約300点 以上 を図化する

ことができた。本遺跡は縄文時代 中期中葉から後期初頭にかけての竪穴住居跡が100軒 を超える

大集落遺跡であるが、最 も遺構数及び遺物量の多いのは中期後葉である。 この時期の土器には

加曽利E式 ・曽利式 ・唐草文系土器の3者 が混在 している。前半期にはなかでも唐草文系土器

の出土が目立つ。当地の唐草文系土器には地域的特徴が顕著であ り、「佐久系土器」と仮称され

ている。いまだ不明な点が多い 「佐久系土器」であるが、本遺跡では相当量の出土がみられて

お り、「佐久系土器」理解への良好 な資料 となるもの と期待できる。

また、約20軒 の竪穴住居跡 と約70基 の土坑、そして遺構外か らは相 当量の動物骨が出土して

いた。大半は縄文中期後葉に比定され るもの と理解できるが、これらは㈱パ リノ ・サーヴェイ

社に委託 して金子浩昌氏の鑑定を受けていた。その結果の報告をこのたび受けた。それによる

と検出した動物遺体 は鳥網ではキジ、哺乳網ではノウサギ ・イノシシ、ニホンジカが認められ

ている。そしてそのほ とんどは強い被熱の痕跡が認め られた焼骨で、保存は良好な部類にはい

るという。種別ではイノシシが圧倒的に多 く、反 してシカは僅かな数に とどまっている。 とり

わけ1278号 土坑か らは大量なイノシシの焼骨が検 出された。 ここでは成獣3個 体分の左右上顎

骨 と若獣の左右上顎骨1個 体分、さらに幼獣の左右側頭骨が認められてお り、金子氏は頭骨が

意図的に焼かれ、運ばれたものと想定 している。本遺跡か らは約1000基 をi数える土坑が検出さ

れているが、動物焼骨を出土す る土坑が果たしてどのような性格 を有す るものなのかなど、土

坑の性格分類のうえでも極めて重要なキーポイントとなると考えている。 また他遺跡において

も戸倉町円光房遺跡、真 田町四日市遺跡などでも同様な出土事例が認め られてお り、地域的な

特性であるのか どうかも興味のあるところである。

ところで、本遺跡からは早期末から前期初頭期の竪穴住居跡6軒 、土坑4基 も検出されてい

るが、今年度 はこれ らの遺構に伴 う土器及び遺構外出土の当該期土器の検討 を行 った。このう

ち遺構内出土の土器には、撚糸文を転がした上に沈線で縦 ・横 ・X状 の文様が描かれる早期末

の大畑G式 に類似す ると考 えられる一群 と、前期初頭の塚 田式に類似する一群 とが認め られて

いる。県内では類例の少ない資料であ り、当該期土器研究において貴重な知見を提供できると

思われる。
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7中 原遺跡群・真行寺遺跡群ほか(上信越 自動車道埋蔵文化財調査報告書20・整理作業)

担 当 者 二川崎 保

調査 ・整理:平 成4年 から7年 度発掘調査、平成8年 か ら10年度整理作業。

整理の成果:東 部町の遺跡群は鳥帽子岳西南麓に位置している。以下時代順に概述する。

縄文時代草創期 ・早期:草 創期押圧縄文や早期初頭表裏撚糸文、撚糸文が森下遺跡、早期押型

文が桜畑遺跡、中原遺跡群などで出土。中田遺跡の有舌尖頭器 も草創期か。

縄文時代前期:真 行寺遺跡群、山の越遺跡で前期初頭花積下層式および並行期の住居跡があ り、

複合扇状地上に集落が展開しは じめる。中葉には、真行寺遺跡群、桜畑遺跡、細田遺跡、中原

遺跡群で各数軒ずつまとまる。中原遺跡群=では住居跡群に伴 う土坑群がある。土器は関山式お

よび中越式が主体、細田遺跡では有尾式の住居跡 も検 出。神 ノ木式は中原遺跡群で遺構外か ら

少量出土。.後葉は、真行寺遺跡群、山の越遺跡、森下遺跡、中原遺跡群で住居跡、土坑群があ

る。土坑群か らは底部のみ欠損の略完形土器、管玉 など出土土坑があり、墓墳か。

縄文時代中期:中 期前葉は桜畑遺跡、山の越遺跡、中葉は細田遺跡、中原遺跡群、後葉は中原

遺跡群 でそれぞれ1～2軒 ずつ検出されている。

縄文時代後期 ・晩期:中 原遺跡群で後期初頭称名寺式の住居跡が1軒 とそれに伴 う土坑群、 ま

た後期前葉か ら中葉(堀 之内1式 か ら加 曽利B1式)の 土坑群や流路を検出。山の越遺跡では

後期初頭の土坑群、釜村田遺跡では後期前葉(堀 之内1式 古相)の 敷石住居跡 も検出。晩期は

森下遺跡で前葉か ら中葉の土器 ・土製品、有茎式石鍛が出土。中原遺跡群では土坑から有奪土

偶や土器が出土。これらは弥生時代前期 に並行す る資料 とすべ きか。

弥 生 時 代:前 期の東海系条痕文土器の破片が中原遺跡群で出土。後期は中原遺跡群で住居跡

1軒 が検出。細田遺跡、森下遺跡で磨製石鎌が出土。

古 墳 時 代:前 期の住居跡が真行寺遺跡群、桜畑遺跡、細田遺跡、森下遺跡、山の越遺跡、中

原遺跡群で数軒ずつ検 出され る。

古 代:奈 良時代末か ら平安時代初頭の住居跡が森下遺跡に、平安時代前期 の9世 紀代 は

ほとんどの遺跡で住居跡がある。10世紀以降は減少す るが、中田遺跡で当該期の住居跡群がある。

中 世:真 行寺遺跡群で区画溝、墓墳などの土坑群、竪穴建物跡、桜畑遺跡では竪穴建物

跡、山の越遺跡では竪穴建物跡、墓彊などの土坑群がある。竪穴建物跡には柱穴、周溝、石組

み、地床炉などの施設をもち、床面積 も古代の竪穴住居跡に匹敵するものがある。 これらは住

居跡だろう。遺物 は全体的に13～＼14世紀代は、貿易陶磁の龍泉窯系青磁碗が多い。国産陶器は

古瀬戸卸皿、香炉、梅瓶、珠洲系須恵質播鉢がある。「渡来銭」(宋銭)が 多 く出土。15～16世 紀

は古瀬戸天 目:茶碗 といった国産陶器がほとんどで、貿易陶磁器は極めて少ないが、真行寺遺跡

群で出土 した明青花小皿は特筆 される。土師器内耳鍋 ・皿、石 臼、石鉢、台石、鉄斧、鋸、刀

子などの生活用具 も増加。ただし明銭は少ない。

近 世 以 降:17世 紀以降は遺物は寛永通宝、キセル、屋号の入った徳利、一輪指 し、土瓶、火

鉢など国産陶磁器が散見 される。
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8大 日ノ木遺跡ほか(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書21・ 整理作業)

担 当 者:若 林 卓

上田市内および坂城町内における、上信越 自動車道の建設に伴 う埋蔵文化財の発掘調i査は、

平成4年 度～7年 度にかけて、計13遺 跡について実施 した。

本格的な整理作業は平成7年 度に開始 し、土器の接合 ・復元、遺物の分類 ・実測、遺構図の

修正 ・トレー スといった作業を行 って きたが、平成9年 度は担当者が外部派遣 となったため一

時中断 した。再開 した今年度は、報告書刊行に向けた原稿作成が作業の中心 となった。

詳細は報告書に記載 したが、以下、整理の結果明 らかになった幾つかの点 を記す。

上 田市大 日ノ木遺跡は、自然流路か ら出土した多量の縄文時代遺物 と、古:墳時代前期 ・古墳

時代後期 および奈良時代の集落が遺跡内容の主体 である。特に、縄文時代早期末葉の絡条体圧

痕文土器 ・絡条体条痕文土器 と晩期後半氷1式 土器、古墳時代前期前半の土器がまとまってお

り、上田小県地方における該期の編年 ・土器様相 を考える上で重要な資料 となるであろう。

上 田市陣馬塚古墳は横穴式石室 を有する後期の円墳である。破壊を前提 とした調査 とはいえ、

当地方では基底面まで調査 を行 った例はあまりな く、古墳構造 ・築造工程に関す る資料を提供

した。遺物では、北関東に分布の中心 をもつ須恵器補強帯大甕、橋本博文編年の2段 階か ら3

段階に位置付けられるC字 状文銀象嵌鐸が注 目される。

坂城町東平古墳群 は3基 から成る中期の古墳群である。方墳の2号 墳 ・円墳の1号 墳 ・円墳

の砥沢古墳の順に築造され、一連の首長墓系列 として把握することがで きよう。2号 墳 と1号

:墳は壷形埴輪 ・円筒埴輪をもっが、特に2号 墳の資料がまとまっている。円筒埴輪は通常の規

格から外れた個性的なものである。ただし、擬口縁凸帯 を有するものを含んでお り、善光寺平

南部 との技法上の関係が考えられようか。2号:墳 の出土状況の分析からは、:墳丘上に壷形埴:輪

と円筒埴輪を交互に立て並べた状態が推定できる。 また、1号 墳の主体部からは、実例 として

は珍 しい連結櫛 を含む多 くの竪櫛が検出されている。

坂城町観音平経塚は中世の多字一石経経塚である。その直下に築かれた火葬墓 と一体 の構造

をもち、墳墓に伴って経塚が造営 された例のひとつ といえる。蔵骨器に用いられる灰粕四耳壷

は、古瀬戸前期様式成立以前のいわゆる古瀬戸草創期 に位置付けられる資料である。経塚の背

後には100基 を越える五輪塔群が造立 され,てお り、また、経塚の上部に立て られた五輪塔 もあ

る。これらの五輪塔は、特に空輪の発達 と風輪の退化 という方向で形態の変化 を追 うことがで

きる。当地方では、紀年銘 をもつ五輪塔が少な く、型式変遷 とその年代観についての理解は未

だ大まかなものでしかないが、本遺跡の五輪塔はおよそ14世 紀か ら15世紀の様相 を示 している

と考 えられ、この時期の五輪塔の型式変遷や地域色 を考究する基礎資料 となろう。

坂城町小山製鉄遺跡は10世 紀前半頃の鍛冶集落で、屋外鍛冶炉(簡 単な覆い屋?)等 の鍛冶

施設 と、工人達の生活施設がセッ トで捉えられた。鍛冶関連遺物の分析から、本遺跡では精練

～鍛錬鍛冶工程が営まれ、その鉄素材 として、別の製錬遺跡で生産された鉄塊系遺物が搬入さ

れた可能性のあることがわかってきた。
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9屋 代遺跡群・更埴条里遺跡(上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告24整 理作業)

担 当 者:寺 内隆夫、鳥羽英継、平出潤一郎、水沢教子、宮島義和

両遺跡は長野盆地南部に位置 し、調査区は千曲川右岸の旧河道、 自然堤防上、後背湿地の全

長約2.3kmに わたる。調査期間は平成3年 か ら6年 で、整理作業は平成7年 か ら開始 した。

すでに、『長野県屋代遺跡群出土木簡』『一弥生 ・古墳時代編一』の報告書が刊行 されてお り、

今年度末には 『一古代1編 一』が刊行 される。ここでは、ようや く整理作業が本格化 した 『古

代2、 中 ・近世編』 と 『縄文編』の内、縄文 中期後葉の成果について取 り上げることとす る。

「縄文編」刊行に向けての整理経過 と中期後葉に関 して新たに判明 して きたこと

経 過 概 略:『 縄文編』刊行のための本格的な整理作業が始まったのは、平成9年 度末である。

継続 して平成10年 度は土器・(テンバコ総数1450箱)の 接合 ・復原 ・実測拓本 ・立面写真撮影 と、

石器(テ ンバコ総数1200箱)の 一部選択、そして遺構図面修正を全て並行 して行 った。1年 の

み という基礎整理期間 と報告書刊行年度に向けての引っ越 し・作業員全交替が行 われることが

判明した時点で、 グリッ ド出土土器の接合や遺構間接合、石器の接合等を断念した。

集落の集成=約50軒 の竪穴住居跡は大まかに加曽利EII新 ・加曽利EIII古 ・加 曽利EIII新 ・加

曽利EIV式 並行段階(以 下式並行 を略す)の4段 階の中で推移す る。特 に加曽利EIII古 段階は

体部に曲流する渦巻文を有す る土器、加曽利EIII新 ～加 曽利EIV段 階は微隆起線文土器の多寡

によりさらに細分 される可能性が高い。前後の時期については、唐草文系II段 階の深鉢が集落

南境の埋甕や住居跡の床下遺物 として少数出土 し、 また称名寺式土器が集落西側の遺物包含層

を中心に散発的に出土 しているにす ぎない。住居跡群は全体 としては南群 と北群の双環状構成

をとるが、時期毎に分けると3～10m程 度の間隔をもって数件が散在する。

特に住居形態が変革を迎えるのは加曽利EIII古 段階のうち新 しいと推測される時期である。

集落の中央に位置する焼失住居(SB5345)は 、主柱穴を結んだ線 より南外側の位 置に縦3つ

の埋甕が並ぶが、壁材の形態からその延長上の南側が張 り出すホームベース形 を呈す る。また、

同様に南側に入れ子の埋甕 と部分敷石 を有するSB5346は 埋甕の延長線上南側に小張 り出し部

と入ロピットを有する。 また、SB5351は 柄 にあたる施設こそないが、柄鏡形敷石住居である

SB5325で 見られるような2段 の掘 り込みを有す る。 ともに入口が南側 を向き柄部 に複数の埋

甕を持つ加曽利EIII新 段階の柄鏡形住居跡 と共通点が多い。これ らは本遺跡における定型的な

柄鏡形敷石住居成立に向けての変容過程 を示す ものと考 えられる。更にこれ ら住居跡に共通す

る埋甕はいずれ も大木系土器のみであることか ら、最近信濃川上流域で発見され始めている大

木8b～9式 段階の柄鏡形住居 との関係 を模索す る必要性が生 じている。

土器破棄の様相:出 土土器のうち通時的に変遷の追えるものは、主体 を占める加曽利E系 、大

木系、圧痕隆帯文土器の他に、「渦巻多連タイプ」が在地タイプ として認定できる。 これらの加

曽利EIII段 階における廃棄状況を見 ると、住居跡毎に各系統の土器の顕著 な偏 りが確認される。

また炉の火床の上に割 られた状態の土器が文様部分 を下にして敷 き詰められている例が5例 確

認され,たがその主体は圧痕隆帯文土器である。一方本遺跡は把手を有す る土器が多 く、その形
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態 も 「双翼状」から 「嚇状」へ と段階的に変化する。これ らの把手部分や加曽利E式 の波状口

縁頂部は故意に打ち欠かれて出土 しているものが多い。把手2つ が欠損している以外完形の土

器の把手の一つが、40m離 れた住居跡の埋土から発見された例 も見 られる。このように土器群

は系統やタイプによってその使われ方、捨てられ方にまで違いが反映 されていることがある。

将来的に模索すべ き課題であろう。

一方掘立柱建物や屋外火床 に廃棄 ・遺棄された一括土器の中には被熱の著 しいものが多い
。

土器の中には芯 までぼろぼろになり、含有鉱物が変質しているものまである。通常の使用後に

かなり高温の熱 を受けたもの と考えられ、単なる廃棄の枠を越えた問題 を提起 している。

異系統土器 ・漆付着土器ほか:異 系統土器 としては北陸地方に分布す る串田新式が1式 、II式

ともに認め られた。肉眼観察では胎土も在地の ものとは異なる。一方これが加曽利E系 と折衷

した器形 ・文様構成を有 し、肉眼的に在地の胎土で作 られている土器 も出土 している。

漆イ寸着土器に関しては、中期前葉 ・後葉 ともに漆パ レッ トが確認され、現在 も抽出が続いて

いる。漆工芸技術がかなり確立されたものであることから、中期前葉段階以降の技術の継承が

推測され注 目される。また、千曲川流域での生業の解明を目的 として行ってきた住居跡埋土や

埋設土器内土壌の水洗選別では、魚の椎骨 ・貝類などが検 出され、同定結果が期待される。

石 器 石 材:住 居跡出土の剥片石器は、石鍛 ・スクレーパーなどの石材はチャー トが黒曜石 を

凌駕 し、打製石斧などでは粘板岩が剥片 ・製品 ともに主体 を成す。剥片の中にはガラス質安山

岩製のもの も発見 され、少量の佐久系土器に代表される佐久方面 との交流の問題 とも関連 し重

要である。今後は住居跡毎の礫石器をも含めた組成差の検討が課題 となろう。

終わりに 以上、中期後葉で気づいた点を羅列 してみたが、実際のところ1年 間の整理では後 ・

晩期面を含む遺跡全:体の把握 もまだできていない。これらの課題 を検証す るための遺物操作期

間はもはや残されていないが、せめて報告書の編集作業の中で再考 していかれたらと思 う。

第24図 屋 代遺 跡群⑤b区
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10松 原遺跡(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書5・6整 理作業)

担 当 者:上 田典男 青木一男 市川桂子 蟄田 明 町田勝則 西嶋洋子

1.経 過

本遺跡は、長野市松代町東寺尾に所在する縄文時代か ら中世及び近世に至るまでの複合遺跡

で、平成元年度から同3年 度に発掘調査が実施された。整理作業 は、翌平成4年 度から基礎整

理が、平成6年 度か ら一部時代別の担当者を置 き本格的な整理作業が開始され、現在に至って

いる。この間、平成9年 度に縄文時代に関わる報告書が刊行 されている。

2.本 年度の整理作業

①上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書5

弥生時代の調査結果及び松原遺跡総論について報告する本書は、発掘調査デー ターが膨大な

ため、8分 冊に分けて刊行することとなっている。分冊内容は以下の通 りである。

第1分 冊:調 査概要 ・弥生時代中期遺構本文 第5分 冊:弥 生時代 中期石器 ・その他

第2分 冊:弥 生時代中期遺構図版 第6分 冊:弥 生時代後期 ・古墳時代前期

第3分 冊:弥 生時代中期土器本文 第7分 冊:弥 生時代考察 ・検索

第4分 冊:弥 生時代中期土器図版 第8分 冊:松 原遺跡総論 ・科学分析

本年度は、土器及び遺構の図版 ・写真図版の作成、石器の分類 ・集計 ・写真撮影 を主に実施

し、第2・4・6分 冊の3冊 を刊行 した。次年度、残 る5冊 を刊行 し、同報告書の刊行業務 を

終了する。

②上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書6

本書は、後期古墳及び古代 ・中世の調査結果を中心 とした報告書で、次年度刊行が予定 され

ている。本年度の整理作業は、遺物に関しては、住居趾出土の土器を初めとして、各種の遺物

実測 ・分類 ・計測 ・図版作成 ・写真撮影等を中心に、遺構に関しては、時期判別 ・分類 ・属性

分析 ・図版作成等 を主に実施 した。いずれも多岐にわたるため、作図や分類 ・計測方法、ある

いは視点な どとそれぞれに専門性が要求 されることは言 うまでもないが、各方面か らの協力を

得て、破綻することなく着実に進めている。

3.中 間報告

ここでは、「上信越道6」 に関わる整理作業を通 して得 られた所見を記す。当該期には、遺跡

範囲全面にわたって遺構 ・遺物が分布 し、 トンネル坑 口部にあたる山麓斜面部には後期古:墳

群 ・中世墳墓群が、平坦部には古代集落 を中心 とした遺構群が分布する。 これら三者がそのま

ま本書の三本柱 となるが、それぞれが第一級の資料 と言える。

①後期古墳群

調査区内では3基 の古墳が検出されたが、中世墳墓群の分布域 と重複 しているため遺存状況

が悪 く、2基 については古墳の構造を示す構築物のみの検 出となった。遺存状況の比較的良好
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な1号 墳についても、石室 内に中世墳墓が構築 されてお り、中世墳墓構築時にすでに古墳の体

を成 していなかったことが予想される。このことは逆に、後世の盗掘 などの標的か ら免れる結

果をもたらしたと言えよう。1号 墳からは、実に多彩かつ豊富な副葬品が出土してお り、北信

地域の後期古:墳を代表す る遺物群 として評価 されよう。 また、1・3号:墳 は、床下に配水施設

を伴 うとい う構造的特質 を持つなど、構造面からいっても注目すべ き古墳群である。なお、1

号墳石室では、遺存状況が極めて悪い ものの、頭骨が7体 分検出されてお り、副葬品の出土状

況からも追葬が実施されていたことが明 らか となっている。

②古代集落

竪穴住居趾がおよそ400軒 検 出されているが、住居趾配置などには規格性が乏しく、また、掘

立柱建物趾の検出数 も極端に少ない という状況である。ただし、海老錠の一部(鍵)・ サイコ『ロ

(鹿角製)な ど、地方官衙遺跡等で出土す ることの多い遺物や、磐(仏 具)の 鋳型 ・杏葉轡な

どの所謂珍品も出土 していることか ら、単に住居趾数が多いだけの集落 とは言い切れない部分

がある。また、住居趾等か ら出土した土器類 も豊富で、長野盆地の古代土器編年を構築する上

で重要な資料 となり得 る。特に、煮炊形態については、段階を追ってその変遷が把握できそう

である。その他、鉄鍛 ・刀子 ・紡錘車などの鉄製品、砥石 ・石帯などの石製品、円筒形土製品 ・

土錘などの土製品、 占骨を含めた骨角牙製品、曲げ物 ・人形などの木製品、鍛冶関係資料、文

字関係資料 と数量 ・内容 とも充実 した遺物が出土 している。加えて、昆虫 ・植物遺存体 ・人骨 ・

獣骨などの自然遺物の他、調査区北東端部に流れる河川趾からは梁 と想定される杭列 と木組が

検出されてお り、 さしづめカタログの様相 を呈している。事実記載に主眼 を置いた報告書編集

方針の所以である。なお、'杏葉轡については、類例 も少ないため、当センター刊行 の 『紀要』

7に 資料紹介 しているので参照されたい。

③中世墳墓群

本遺跡では中世に属す る墓趾 として、山麓斜面部に展開する墳墓群 と平坦部に分布す る墓趾

が存在する。両者が、同一時期の所産かどうかは、時期 を特定できる情報が少ないため明らか

にし得ない。斜面部に展開する墳墓群は火葬墓 と火葬施設で構成されてお り、多数の五輪塔 を

伴っている(ただ し、五輪塔は原位置を保つ ものはほ とんど無い)。 これらの火葬墓 は、斜面掘

削→平坦部(テ ラス)作 出 という作業 を経た後に形成 されている。 また、火葬墓の形状及び状

況から、遺体 を火葬に付 した後、火葬骨を拾骨し有機質の容器に納め、作出されたテラスに埋

納 していたことが理解される。火葬骨は平面形が10cm前 後の円形 もしくは方形に充満 した形で

検出されてお り、曲げ物 または木製の箱が蔵骨器 として用いられていたことが推測され,る。 こ

うした斜面部に展開す る墳墓群は、中世の集団墓 として把握され、長野盆地南部では稀有な事

例 として注 目されよう。

以上のように、松原遺跡は、「上信越道6」 に拘 らずどの時代を切っても重要な資料群が揃っ

ている。それぞれの報告書刊行を重大な責務 と捉えると同時に、刊行後に展開す るであろう活

発な論議 を期待するものである。
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11村 東山手遺跡(上 信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書8・ 整理作業)

担 当 者:鶴 田典昭

経過 と本年度の作業 平成9年 度 より整理作業 を続けてお り、本年度は トレース ・図版作成、

原稿執筆 を行 ない、平成11年3月 に報告書を刊行する予定である。

中間報告 本遺跡は縄文後期堀之内式土器の時期 を中心 とした集落跡であることには変わ り

ないが、整理作業で発掘時の認識(埋 文センター年報6・7)と は異なった新たな所見が明 ら

か となってきた。①縄文時代早期後半の鵜ガ島台式土器の良好な資料が抽出されたこと、②縄

文時代前期初頭から前期中葉関山式並行の土器が比較的多 く出土 してお り、新潟地方の土器が

少i数見 られること、③縄文後期堀之内2式 土器 と新潟地方の南三十稲場式土器が同 じ土坑から

出土 していること、④弥生時代後期に調査区周辺の谷間が墓域であった可能 性があり、東海系 ・

北陸系の土器・が数点出土 していること、⑤奈良時代の墳墓 と考 えられていたSMO4が 古墳の石

室を再利用 したもので、その古墳に埴輪が伴 った可能性があること、などである。

今回は、上記①の鵜ガ島台式土器を紹介する。県内で鵜ガ島台式土器の良好な資料は少な く、

器形復元される資料 は管見にふれる限り、御代 田町塚 田遺跡D17号 土坑出土の例 と本遺跡SK

20(第25図1)の 例のみである。遺構外でも同型式の土器片が出土 してお り、合 わせて提示 し

た。詳細は報告書 を参照 していただ きたい。

'

第25図 村東山手遺跡出土の鵜ガ島台式土器
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'z小 滝・北之脇・前山田遺跡(上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書9・ 整理作業)

担 当 者:市 川隆之

小滝 ・北之脇 ・前山田遺跡は長野市内の千曲川右岸に所在 し、上信越 自動車道建設に伴 って

平成元年～4年 度にかけて発掘調査 された。いずれも中世を中心 とす る小規模遺跡であること

からまとめて報告す ることにな り、平成9年 度から2年 計画で整理作業に着手 した。本年度は

整理の最終年度にあた り、木製品や石製品の実測作業、および遺構の整理 と遺構 ・遺物実測図

の トレース、製版、原稿執筆、遺物や調査記録類:の収納を行った。遺跡の概要については前年

度の年報にも報告 しているが、 ここでは新 たに判明してきたことを紹介 してお く。

3遺 跡はいずれも山城のある尾根山麓の緩斜面に立地 し、16世 紀前後の時期に居住域 として

利用される類似点が認め られている。 しか し、子細にみると各遺跡の存続時間や遺跡の構造は

若干異なる様相 も看取された。 そこで、各遺跡の共通点 ・相違点、遺跡の変遷を明らかにする

目的をもって整理 を進め、遺跡変=遷として以下のような様相が想定された。

まず、小滝遺跡であるが、13～14世 紀前後に単発的な利用があるものの、15世 紀後半前後か

ら再び利用されるようにな り、そのまま16世 紀へ連続するようである。そして、一部 は17世 紀

前半 ごろまで居住地 として利用され、最後に耕作地へ転用されて しまうようだ。 このなかでC

区とした山手から少 し離れた微高地では16世 紀頃に前代の土地利用をそのまま取 り込みながら

区画が再編 され、類似 した規模 の屋敷地区画が広域的に出現するようである。また、一方でA

区とした山際の緩斜面部分では、17世 紀初頭?に 石垣を伴 う整地を行って、大規模な屋敷地の

造成を行っていることも知 られた。 このA区 の屋敷地はC区 屋敷地よ り若干後続 し、規模 も大

きく、整地 を伴 う石垣や石列 ・礎石建物跡が構築されている特長に加え、内部は機能の異なる

空間か ら構成され る可能性が想定 された。なお、C区 で散在的に埋葬施設が検出されているが、

時期の詳細は不明ながら土葬墓の大部分が子供 を埋葬 したものであること、上面に集石 を伴 う

火葬施設が存在す ることが知 られた。

次に北之脇遺跡であるが、この遺跡は16世 紀代の特定時期 のみに居住が認められ、それ以前 ・

以後 ともに継続 しない。遺構配置は極めて計画的 と感 じられ、中央に遺跡内を縦断する帯状集

石遺構(道 跡?)を 挟んで幅25-26m単 位に区切られた屋敷地が並列 していた可能性が想定で

きた。ここでは掘立柱建物跡が全部 で13棟 認定されたが、いずれ も規模や構造が類似するもの

で、同等階層の居住者か ら構成 されると推測できる。なお、 このなかの1棟 より鍛冶炉が検出

され、鍛冶を行 う者が含まれていた可能性 も知られた。

最後に前山田遺跡であるが、この遺跡では13～15世 紀 まで僅かなが ら利用が認められ,、15世

紀末前後か ら本格的な利用が開始されるようである。遺跡本来の地形は山際の狭い崖錐地形で

あったようだが、本格的な利用にあたって広いテラス部 を造成する整地が行 われている。ただ

し、小滝遺跡のような石垣遺構は伴っていない。これ以後は近代に至 るまで居住地 ・寺 として

利用されているが、17世 紀頃と近世末期から近代にかけて再編成が加えられた可能性 も想定 さ

れた。この前 山田遺跡には江戸時代か ら現代 まで観音寺 と呼ばれる寺が所在 していたことが知
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られるが、その創建年代は伝承では戦国時代頃 ともいわれ、17世 紀に一旦 自然災害で倒壊 した

ものを須坂藩が再建 したという。調査 では自然災害による倒壊や須坂藩による再建は跡付けで

きなかったが、遺跡の出現が15世 紀末にさかのぼる可能性があること、17世 紀に再編成 されて

いることは推測 された。遺跡の性格は当初 より寺であったかは不明であるが、近在の遺跡のな

かでは比較的多 くの青磁 ・大窯製品 ・唐津 ・越中瀬戸が得 られ、他には僅かなが ら初期伊万里

製品もみ られる。このことから極めて特殊な遺跡ではあったようだ。また、他には象眼 を施 し

た小刀や鎧小札、ルツボや炉壁、鉄素材 とも考 えられる板状鉄塊などの手工業製品、近世の所

産ではあるが石臼未製品が出土 して注 目される。

以上のように小滝 ・北之脇 ・前山田遺跡は出現 ・存続時期にずれがあるもの、戦国時代に重

複 して存在 したとみられ、なかでも小滝 ・北之脇遺跡では16世 紀頃に広域的な屋敷地区画がっ

くられたようだ。また、掘立柱建物跡には庇状柱列を付設する形態が共通 して認め られたが、

類例は17世 紀の遺跡にあり、近世民家へ連続する建物形態 とみられ る。

このように3遺 跡の規模は小さいが、当地域の中世か ら近世の様相 を知 る上で興味深い資料

になろう。特に戦国時代前後に居住地 として利用 されることは共通 した背景によるものと思わ

れ、時期的にも中世 と近世の狭間にあたることから集落の変化 を考 える上で注 目されよう。詳

しくは報告書 を参照 されたい。

13春 山B遺 跡(上 信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書11・ 整理作業)

担 当 者:臼 居直之

長野市若穂綿内に所在する弥生時代中 ・後期を主体 とする集落遺跡で、調査は平成2年 度 と

4年 度の2か 年実施 した。竪:穴住居や井戸内か らは大半が弥生後期に属する木製品約80点 が出

土 したが、特異な製品が含まれている。SB30号 住居出土の片口鉢(i第26図)は 、赤漆 を地に

塗 り込め、口縁端部に黒漆で鋸歯文様 を廻 らせる到物で、逸品である。従来、赤漆 ・黒漆を使

用す る製品ついては、その有無 ・可

有関係等に特殊な意義が考 えらてき

た。この製品は形状 ・文様 とも土G

に通 じ、漆・製品の意味を考えるに亘

要な資料 となろう。SK43の 井戸杉

に転用 された丸木舟は、約2年 の傷

存処理 と1年 にわたる修復が完了し

完全に復元された。弥生時代 の丸オ

舟の出土例 としては現在の ところ東

限で、原形復元された数少ない例 と

して、注目されるだろう。本報告書

は来年度刊行予定である。 第26図SB30号 住 居 出土 木製 片 口鉢(16)
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14川 田条里遺跡(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書10・ 整理作業)

担 当 者:鶴 田典昭、伊藤友久、河西克造

1.経 過と本年度の整理作業:川 田条里遺跡は長野市東部若穂川田地籍に所在す る。千曲川右

岸の後背湿地に立地す る水田遺跡である。発掘調査は平成元～2年 度に実施 され、弥生時代 中

期から江戸時代 までの水 田跡が重層的に検出された。整理作業は平成3年 度から木製品の記録

および保存処理が行われた。一時中断の後、昨年度から土器 と未処理の木製品の実測、本年度

に土器 ・木製品の実測 ・トレースと、遺構図 ・水田全体図を作成 した。

2.中 間報告:本 年度、遺構に関係 した整理作業では、①調査面 と土層 との対比、②遺構 と出

土木製品 ・土器 との関連性、③水 田の時期、について検討を行った。

ここでは大室古墳群18号 墳が立地する尾根から保科川までを範囲 としたA・B・C地 区の遺

構検討で明かになったことを記す。検出水田跡については、各調査=面ごとに水 田面、被覆層、

大畦内出土土器を観察 して埋没時期 を把握 した。その結果、赤野田川付近(A地 区)と 菅平線

付近(B地 区)の 最:下層の水田が弥生時代中期 に営 まれていたことが確認 された。県内で弥生

中期 の水田が確認 されていないため、重要な資料 となろう。水田区画の点では、水路 を伴 う大

畦で大区画が形成 され、内部に極小区画水 田が展開する様相が古墳時代中期に出現 していた。

さらに奈良 ・平安時代に埋没した水田には、条里型 を示す もの(C地 区第4水 田)と 小区画が

残る古墳時代 的様相の もの(A地 区第3水 田)が 認められた。出土土器か ら前者が奈良時代、

後者が古墳時代中期 に構築 されている。埋没直前に両者が並存 していたか、または時期差が存

在す るかは条里型地割の出現時期 と条里施工方法の問題 に深 く関係する。今後の土器の検討で

明かにして行 きたい。なお、本遺跡で広範囲にわたる正方位の条里型地割が展開 したのは、9

世紀初頭以降であることが確認された。

本遺跡では、大畦の芯材 として高床式建物の開口部に納まる帽材 と蹴放材などの建築部材が

転用 されている。出土土器 との検討で古墳時代前期頃に転用されている傾向が認め られた。

A地 区 第3水 田(左A3地 区、右A4地 区)

ア ミ=大 畦

C地 区 第4水 田

第27図 川 甲条里遺 跡A・C地 区の水 田跡
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15榎 田遺跡(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書12・ 整理作業)

担 当 者:広 田和穂 町田勝則 山崎まゆみ

経過:榎 田遺跡は、長野市若穂綿内に所在 し、千曲川右岸にある旧河道の中州状微高地 と後背

湿地に立地す る。発掘調査は平成元～4年 度に行われ、調査=面積は約44470m・に及ぶ。発見 され

た住居趾は約1000軒 に及び、弥生時代 中期～平安時代 ・中世 までの間に断続的に集落が営 まれ

たことが判明した。この中には、弥生時代中期の太型蛤刃石斧の製作関連趾や、古墳時代中期

の木製品や土器 を大量に出土 した沼趾(SG3)な ど、特筆すべ き遺構 も存在する。整理作業

は平成5年 度 と7～10年 度の5年 間行われた。

本年度の作業:整 理作業の最終年度であり、図版類の作成 と原稿執筆 を主 として、遺物 ・図版

類:の整理 を行い、平成11年3月 に報告書を刊行 した。

終了報告:本 遺跡の成果については本報告を参照 されたい。ここでは、報告文中で検討の及ば

なかった磨製石斧製作に関する 『生産 と流通』の問題について、若干のまとめ をしておきたい。

本遺跡は弥生時代 中期後半(近 畿編年IV様 式期相当)に 属 し、太型蛤刃石斧を中心 とした製作

痕跡 を集落内に留めている。製作の特徴 は、①石材が(変 質)玄 武岩・(変)輝緑岩に限定され、

②大規模 な石材産出地が遺跡の背後に存在する、③原石(母 岩)か ら敲打段階までの製作資料

が中心であり、研磨段階及び製品の出土が見 られないことなどである。

このような特徴 を持つ太型蛤刃石斧の製作は、 これまで唯一、福 岡県今山遺跡の製作資料に

対 して認めることができ、それが弥生文化研究の中で、特定器種 を介 しての 『生産 と流通』 を

語るに相応 しい題材 として取 り上げられきたことは周知のとお りである。 この場合の 『生産』

が、単に石 を打ち割っての製作行為一般 を指す ものでないことは言 うまでもない。何故ならば

この例に見 られるような、特定の原産地 を持つ石材 を限定 し、洗練 された製作方法で規格化さ

れた製品を量産する、そして何 よりも特徴 を同 じくす る製品が広範に流布 していることこそ、

「製作および流通」を想定するに必要な条件 と考 えられ るからである。中部 ・関東地域の太型蛤
へ

刃石斧は、習慣的に 「閃緑岩」 と呼称された特定石材 を用 い、殆 ど例外なく製作痕跡を留めず、

ほぼ同一形態の製品のみが組成すると言 う特徴を持つ。それ らの石材が、今回の調査 で判明し

た変質玄武岩及び変輝緑岩 と岩石学的に密接不離なものであることは、分析 の結果明 らか と

なった(報告文第VII章第3節)。 また石斧の形態的類似性に於いて も、輪郭線投影による一致か

ら、同じ規範形 を反映 した可能性 を示唆す ることができた。もちろん当該地域に、「閃緑岩」製

以外の太型蛤刃石斧が存在 し、かつ製作痕跡が認め られることは、発掘遺跡の石材別円グラフ

によっても明 らかであるが、それが特定器種の量産 としての 『生産』 を意味するものでないこ

とは自明である。つまり、現状の認識に於いては、『緑色岩類』と称すべ き石材に特定 し、太型

蛤刃石斧の集中的な製作及び規格品の量産 を行なったと考えられる遺跡は、当該地域にあって

は長野市榎 田遺跡に限られるのである。結論 を急 ぐつ もりはないが、そこに特定器種に限定 し

た 「製作そして流通」を予想 したい。

ここで重要なのは、榎田遺跡で製作 された蛤刃石斧が、いずれも敲打段階までで、研磨段階
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の資料を欠如することにある。研磨段階が欠藷する点は、 まさに今山遺跡 と同質であ り、やは

り敲打段階での搬出を考 えるべ きである。研磨作業の有無は、敲打から研磨に至 る未完成品の

存在によ り、あるいは石斧研磨用砥石の存在によって推定が可能 となるが、既出資料にそれ を

求めれ,ば、該 当遺跡は極 く少数である。敲打段階での搬出を仮定す ると、搬出された石斧が搬

入 した集落で研磨 され、そこで使用される(搬 入集落=使 用集落)場 合 と、搬入した集落で研

磨 された後、再び別の集落へ搬出され る(搬 入集落≠使用集落)場 合の2つ のケースが想定で

きる。現時点では榎 田遺跡 を取 り巻 く千曲川流域の遺跡群で、長野市中俣遺跡などが前者に、

長野市松原遺跡が後者に該当すると考えられ る。中部 ・関東地域に存在する多 くの遺跡では、

製品としての存在のみが濃厚で、そこに中俣のようなケースを予想できない。松原を中心 とし

た善光寺平南部、あるいは千曲川流域に在 る栗林式の遺跡群 を通 して、太型蛤刃石斧製品を搬

入 していた可能性が高いと考えられ る。これ を 「流通」の概念で取 り纏めれば、それを目的 と

した量産品 としては量的に貧弱であ り、そこに経済的 ・商業的な効果はあまり見込めそうもな

い。榎 田遺跡が 『原産地直下型』の集落遺跡であって、今山のような原産地直上の生産遺跡で

はない点 を評価

すれば、ここ中

部地域 に展開し

た太型蛤刃石斧

の 『生 産 と 流

通』の機構 が、

今山遺跡に見ら

れる生産 ・流通

段階以前の様相

を示す もの と見

ることができる

のか も知れない。

第28図 太型蛤 刃石 斧の分 布 と生産 遺跡(弥 生1期 ～iv期)
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16日 向林B遺 跡 ・貫 ノ木遺跡ほか

(上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15・16整 理作業)

担 当 者:大 竹憲昭 谷 和隆 中島英子

1.経 過 と本年度の作業 上信越 自動車道は上水内郡信濃町野尻湖の南西部の丘陵地帯 を通過

した。用地内に11ヶ 所の周知 の遺跡があ り、平成5年 度か ら平成7年 度まで、3年 間の発掘調

査がおこなわれ、旧石器時代 の資料 を中心に多数の遺構 ・遺物が検 出された。平成8年 度 より

報告書刊行に向けた通年の整理作業体制にはいった。

資料総数は膨大で、遺跡の位置と規模 ・時代を考慮 して、報告書は以下の4分 冊に して刊行

す る計画に沿って、本年度 も整理作業を進めた。

第1分 冊(旧 石器時代編1)七 ツ栗遺跡 ・日向林B遺 跡 ・大平B遺 跡

第2分 冊(旧 石器時代編II)裏 の山遺跡 ・東裏遺跡 ・大久保南遺跡 ・上ノ原遺跡

第3分 冊(旧 石器時代編III)貫 ノ木遺跡 ・西岡A遺 跡

第4分 冊(縄 文時代以降編)星 光 山荘B遺 跡 ・貫ノ木遺跡 ・東裏遺跡 ・日向林B遺 跡他

2.中 間報告 旧石器時代 については、各遺跡 とも特徴 を異にす る石器群が複数認め られるこ

とが明 らかになってきた。石器群の差は、時期差であった り、遺跡の性格差、遺跡を形成 した

集団差などが考 えられ、現在、石器群 の内容の詳細な検討や石器群相互の比較 をおこなってい

る。以下、整理作業により本年度 までに判明したことの一部を報告する。

七ツ栗遺跡:下 層に小形二側縁加工のナイフ形石器 ・掻器 を特徴 とする石器群、上層に杉久保

型ナイフ形石器を伴 う石器群がある。

日向林B遺 跡:後 期旧石器時代初頭の環状ブロック群は、斧形石器60本 や台形様石器を多数 出

土した。第29図 に環状ブロック群の主要な石材である黒曜石 と玉髄の平面分布 と接合線 を示 し

た。環状ブロック群の周辺部に位置するブロック群に石材の偏在性が認められる。接合線から

これ らのブロック群がほぼ同時期に残されたこともわか る。また、上層にはナイフ形石器 ・掻

器 ・石刃 を特徴 とす る石器群がある。
へ

大平B遺 跡:小 形二側縁加工のナイフ形石器 と円形掻器を特徴 とす る石器群 と、神子柴型石斧

を伴 う石器群の2つ が認め られる。

裏の山遺跡:遺 跡の主体は大小の二側縁加工ナイフ形石器 ・掻器の石器群 であるが、斧形石

器 ・台形様石器 をもつ石器群や槍先形尖頭器石器群、細石器石器群などもある。

東 裏 遺 跡:遺 跡は尾根上 と低地部に分かれるが、両者 ともに斧形石器 を伴 う石器群、多様な

形態をもつナイフ形石器を伴 う石器群 により形成されている。

貫ノ木遺跡:後 期旧石器時代全般にわたって形成された拠点的な遺跡で、他の遺跡にみられた

石器群がすべてあるといって も過言でないほどである。調査時ははっきりしなかったが、黒曜

石を主体 とした環状ブロック群 も存在することが判明 した。

西岡A遺 跡:III層 ～Va層 の問に彫器 ・石刃 を特徴 とする石器群、横長剥片 をもちいたナイフ

形石器(国 府系石器群)、 黒曜石製の小形半両面調整尖頭器 ・円形掻器を特徴 とする石器群 など

多様である。
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第29図 信濃町日向林B遺 跡黒曜石(上)お よび玉髄(下)の 平面分布と接合状況
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17屋 代遺跡群国道403号(土 ロ)バ イパ ス地点(整 理作 業)

担 当 者:西 香子

本遺跡は、千曲川右岸の自然堤防上に立地 し、平成9年 度に発掘調査 を実施 した。今年度 は

報告書刊行向けての整理作業 を行 った。上半期は土器 ・石器など遺物の拓本や実測、検出遺構

の図面整理 を中心 とした作業にあたり、下半期は図面 トレース、図版 ・写真図版のレイアウ ト

や原稿執筆 といった作業 を進めてきた。報告書は平成11年 度刊行予定である。

本遺跡では縄文時代後期、弥生中期、古墳時代中期 ・後期、奈良時代、平安時代、および中世

の遺構が検出されている。遺物の整理が進んで、遺構の細かい時期 も明らかにな り、古墳時代か

ら古代 ・中世にかけての土地利用の変遷がわかってきた。

上信越自動車道調査地点から広がる古墳時代中期 ～後

期の集落は、その西端の境界が2区 東端で確認できた。7

世紀後半～9世 紀中頃は集落がさらに西に広が り、時期

によって疎密の差 はあるが、ほぼ調査区域全体に集落が

広がる。そして9世 紀末の大洪水 までにはそれらの住居

は全て廃棄されて しまい、3区 よ り西側で一部に畑跡が

検出される他は遺構がほ とんどな く、集落の中心は他の

地域へ移動 してしまう。そしてしば らくの断絶のあと、4

区から5区 に中世 の館 を囲む幅約9mの 堀が形成 される。

古代か ら中世 にかけての井戸跡より、多 くの石器や石 第30図 題箋軸状木製品

製品 ・墨書土器 ・木製品などが出土している。中で も注 目されるのは平安時代の井戸跡か ら出

土している題箋軸状木製品である。他の出土例に くらべると軸部の幅がやや細 く、墨書が認め

られないことか ら題箋軸 とは断定できないが、出土例のほとんどは官衙関連遺跡か らであり、

時期的に多少のずれがあるとはいえ、古代の木簡が大量に出土した屋代遺跡群(上 信越自動車

道地点)の す ぐ隣iである本遺跡からの出土はたいへん興味深い。

第31図 屋代 遺跡 群 国道403号(土 口)バ イパ ス地点調 査範 囲(12,000)
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II普 及 ・公 開 活 動 の 概 要

1.現 地説 明会

平成10年10月10日(土)に 大町市山の神遺

跡、11月28日(土)に 茅野市聖石遺跡でそれ

ぞれ現地説明会 を実施 した。山の神遺跡では、

縄文早期押型文期の遺構や出土遺物が公開さ

れ、約240人 の見学者が訪れた。

また、聖石遺跡で公開 されたのは縄文中期

後半期の集落跡及び山土遺物で見学者は210

人であった。

2.企 画展
第32図 山の神遺跡現地説明会

平成11年1月23日(土)～2月13日(土)の 期間、長野県県民文化会館展示室において、長野

県埋蔵文化財センター速報展 「発掘された大昔の くらし」を開催 した。当センターが発掘調査

を行 った遺跡の中から、長野市内及び周辺地域で調査報告書が未刊行の遺跡を中心にパネルで

紹介し、長野市春山B遺 跡のコーナーでは、井戸枠に転用された弥生後期に所属する木製舟の

復元が終了 したため、併せて公開 した。 また、今年度調査の山の神遺跡 ・聖石遺跡か らは、パ

ネルと出土遺物の一部 を展示 した。その内容は、以下のとお りである。

野尻湖遺跡群(信 濃町):局 部磨製石斧(パ ネル展示)、3万 年前の暮 らし(模 型展示)

松 原 遺 跡(長 野市):弥 生中期の環濠集落 ・人面土器(パ ネル展示)

篠 ノ井遺跡群(長 野市):弥 生後期の円形周溝墓(パ ネル展示)

箱清水式土器(パ ネル、実物展示)

榎 田 遺 跡(長 野市)二 弥生中期の布・石斧製作関連資料、5世 紀代の木製馬具(パネル展示)

川田条里遺跡(長 野市):古 墳時代の水田跡 ・木製品(パ ネル展示)、 足跡(石 膏型)等

屋 代 遺 跡(更 埴市):縄 文中期後半の埋甕、古代の木簡等(パ ネル展示)

観 音 平 経 塚(坂 城町):中 世の五輪塔群等(パ ネル展示)

郷 土 遺 跡(小 諸市):縄 文中期後半の集落全景等(パ ネル展示)

春 山B遺 跡(長 野市):弥 生後期の木製舟(実 物展示)

山 の神 遺 跡(大 町市):集 石遺構(パ ネル展示)、 押型文土器・トロ トロ石器等(実 物展示)

聖 石 遺 跡(茅 野市):竪 穴住居跡 ・砺翠製垂飾(パ ネル展示)

縄文 中期後半の土器 ・黒曜石 ・石鍛 ・石棒等(実 物展示)

企画展 ・速報展は、これまで主に長野県立歴史館企画展示室で開催 してきたが、本年度は十

周年記念展以来、7年 ぶ りに長野県県民文化会館展示室での開催 となった。速報展には連 日多

くの見学者が訪れ、遺跡 ・遺物に対する関心の高さが うかがわれた。
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3指 導 ・研 究会 ・学 習会

期 日 講 師 指導内容ほか

10/4/3 愛知大学 加納俊介講師 松原 ・榎田遺跡の土器分析

10/6/12 東京都立大学 山田昌久助教授 屋代遺跡出土削 り屑について

10/7/3 明治大学 阿部芳郎助教授 村東山手遺跡出土土器
10/9/29～30 同上

10/8/3-一9/2 北陸学院短期大学 小林正史助教授 弥生土器の使用方法について

11/1/6-8 弥生土器の焼成方法について

11/2/15 国立歴史民俗博物館 永嶋正春・助教授 屋代遺跡出土漆製品の鑑定

4刊 行物

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書5一 松原遺跡弥生 ・総論」第2、4、6分 冊

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書8一 村東山手遺跡」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書9一 小滝 ・北の脇 ・前山田遺跡」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書12一 榎田遺跡」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書17一 佐久市3・ 小諸市1」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書18一 佐久市4・ 小諸市2」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書20一 東部町」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書21一 上田市 ・坂城町」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書26一 屋代遺跡古代」

「長野県埋蔵文化財センター年報15」

「長野県埋蔵文化財センター紀要7」
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III

1機 構

(1)組 織

①働長野県文化振興事業団組織図

機構 ・事業の概要

[理事会]理 事長(県 知事)副 理事長(副 知事)副 理事長(県 教育長)

常務理事(県 生活環境部長)

理事13名(学 識経験者、長野県考古学会会長、長野県立歴史館館長、長野県埋

蔵文化財センター所長な ど)

事務局
長野県県民文化会館

長野県信濃美術館

長野県立歴史館

長野県伊那文化会館 長野県松本文化会館

長野県飯田創造館 長野県佐久創造館

長野県埋蔵文化財センター

②長野県埋蔵文化財センター組織図

所長 副所長 管理部長 管理部長補佐

(常勤) (行政職)

調査部長 一T一 調 査第一課長 一
一調査第二課長

一調査第三課長

職員

(行政職)

一調査研究員

調 査研 究貝
一調査研究員

(2)所 在地

更埴市屋代清水260-6

篠ノ井整理棟 長野市篠 ノ井布施高田963-4

上田整理棟 上田市下塩尻936-3

2事 業

(1)清 算人会 議

第1回 清算人会議 平成10年5月25日 会場 長野市

第1号 議案 平成9年 度事業報告について

第2号 議案 平成9年 度決算報告 について

第2回 清算人会議i平 成10年7月8日 会場 長野市

議事 清算及び残余財産の処分について

ホテル信濃路

ホテル信濃路
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(2)調 査事業

上信越自動車道にかかる埋蔵文化財の発掘調査一長野県教育委員会か らの委託。国営アルプ

スあつみの公園にかかる埋蔵文化財発掘調査一建設省関東地方建設局か らの委託。国道403号

線バイパスにかかる埋蔵文化財発掘調査一長野県土木部更埴建設事務所か らの委託。県営圃場

整備事業芹ガ沢地区 ・国道299号 付替事業にかか る埋蔵文化財の発掘調査一長野県諏訪地方事

務所 ・茅野市 ・長野県土木部諏訪建設事務所か らの委託。県単農潭整備事業にかかる埋蔵文化

財発掘調査一長野県佐久地方事務所か らの委託。発掘調査技術指導一浅科村か らの委託。調査

課職貝の派遣。

ア 調査遺跡および調査面積

○県営圃場整備事業芹ガ沢地区 ・国道299号 付替事業関係 茅野市地域内1遺 跡15,600m2

0県 単農道整備事業関係 浅科村地域内1遺 跡3,000㎡

○国営アルプスあつ みの公園関係 大町市地域内1遺 跡4,300㎡

イ 整理事業 ・

○上信越 自動車道関係 佐久市 ・小諸市 ・東部町 ・上田市 ・坂城町 ・更埴市 ・長野市 ・信濃

町内、61遺 跡の整理事業

○国道403号 線バイパス関係 更埴市内1遺 跡の整理事業

ウ 職員派遣

○飯田市、原村、木曽郡町村会よ り要請を受け、埋蔵文化財発掘調査関係の業務のため、調

査課職員 を1名 ずつ派遣

(3)事 業費

上信越 自動車道関係:824,601千 円、国道403号 線バイパス関係:21,532千 円、国営公園関

係:46,008千 円、圃場整備 ・国道付替関係:114,317円 、農道関係=13,941千 円、発掘調査技

術指導関係:5,246千 円

(4)普 及活動(29ペ ー ジ参照)

(5)職 員研修

ア 講師招聰および来所 による指導 ・講習会等(30ペ ージ参照)

イ 奈良国立文化財研究所関係

期 日 日数 課 程 参加者

10/9/21～9/25

10/12/17～12/22

4

4

生産遺跡調査課程
遺跡地図情報課程

鶴田典昭
市川桂子

ウ 海外研修

期 日 内 容 参加者

11.2.27 我が国の古代文化の源流となった中国古代文化遺跡の研究 広田和穂
～ 遺跡 ・博物館等の見学、研究機関等 との交流 蟄田 明

3・11 故宮博物院、周口店遺趾、洛陽博物館、兵馬桶博物館、茂陵、陳西省

歴史博物館、碑林博物館、半坂遺跡博物館、中国歴史博物館、南京博

物館、上海博物館ほか
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エ その他の学会関係研究会 ・研修会 ・講演会

期 日 発表者 内 容

10/4/18 川崎 保 「東アジアを行 く縄文装身具」朝 日カルチャーセンター

10/6/5 寺内隆夫 「信濃の古代と屋代遺跡群」木簡学会長野特別研究集会
10/6/20 川崎 保 「千曲川流域の石器石材について」佐久考古学会
10/7/4 青木一男 「信濃における土器群の画期と交流」庄内式土器研究会
10/10/31 河西克造 「長野県における水 田調査の現状 と問題点」東 日本の水 田を考える会

10/11/12 川崎 保 「合成樹脂による土器復元の効果と問題点」花巻北上埋文担当者会
11/2/13一 一14 青木一男 「長野県の弥生土器編年一北信南部」長野県考古学会98'大 会

11/3/7 寺内隆夫 「考古学からみた入世紀初頭前後の善光寺平」信濃史学会例会

期 日 参加者 内 容

10/10/12 宮島義和 木簡学会研究集会 「7世紀の木簡」

そのほか、各種学会 ・研究会 ・シンポジウムなどへの参加 多数

オ 県外博物館 ・埋文センター ・遺跡等視察及び資料調査

期 日 視察 ・調査他 参加者

10/6/10-12

10/11/7～8

10/11/1～2

10/11/11～13

柏崎市立博物館、下老子笹川遺跡、戸水B遺 跡

大阪府文化財調査センター、府立弥生文化博物館

高崎市周辺の水田跡遺跡群

秋田県埋蔵文化財センター

青木一男、贅 田明、他

鶴 田典昭

河西克造

大竹憲昭、谷和隆、

そのほか、各地の博物館 ・研究機関などの視察 ・調査 など多数

力 全埋文協などへの参加

期 日 会議名 開催地 参加者

10/4/3 全埋文協中部北陸ブロック連絡会 石和町 山崎悦雄、小林秀夫
10/6/10.11 第19回 全埋文協総会 京都市 佐久間鉄 四郎、宮沢弘
10/10/1～2 全埋文協中部北陸ブロック

コンピューター等研究委員会 石和町 池田浩之、大竹憲昭

10/10/8～9 全埋文協研修会 ひたちなか市 青木一男、宮沢弘
10/10/22一 一23 全埋文協中部北陸ブロック連絡協議会 村上市 宮島孝明、百瀬長秀、広瀬昭弘
10/10/29～30 関東甲信越静地区埋蔵文化財担当者会 大洗町 土屋積

キ 県内市町村 および関係機関への協力 ・指導等

期 日 市町村等 協力 ・指導内容 協力者

10/4/1

～11/3/31

10/8/25

10/12/8～9

国立歴史民俗

博物館

茅野市
水窪町

歴史民俗博物館特定研究共同研究員

鬼場城跡の調査:について

高根城跡発掘調査について

水沢教子
河西克造

河西克造
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ク 平成10年度市町村埋蔵文化財担当者発掘技術研修会

一長野県教育委員会 ・長野県立歴史館 と共催

1日 時 平成11年2月2日(火)13時00分 ～16時10分

2会 場 長野県立歴史館講堂

3内 容 事例報告 「発掘現場等からの普及公開活動について」

①長野県埋蔵文化財センター 石原州一専門主事

②飯田市教育委員会 小林正春埋蔵文化財係長

③辰野町教育委員会 福島永主任

④岡谷市教育委員会 小坂英文指導主事
[

講演 「発掘作業 ・整理作業 におけ る安全 管理 につ いて」

若林労働安全衛生 コンサル タン ト事務所 長

若林茂 男氏

4参 加 者152名

ケ 資料貸 し出 し

期 間 遺 跡 貸 し出し資料 貸出先 ・目的

10/6/25～9/11松 原 縄文 中期土器 群馬県立歴史博物館企画展、

10/9～11/9郷 土 縄文 中期土器 長野県立歴史館常設展示

屋代 鐙瓦、木製品

貫 ノ木 局部磨製石斧、砥石

11/2/26～3/28松 原 栗林式土器 安城市歴史博物館特別展

そのほか写真等の貸 し出 し多i数

コ 同和研修.

期 日 講 師 内 容
隔

11/2/15綿 貫重光(長 野県教育委員会同和教育課指導主事)職 員同和教育
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平成10年度役員及び職員

理事 ・所長 佐久間鉄四郎

副所長 山崎悦:雄

管理部長 山崎悦雄 (兼) 調査部長 小林秀夫

管理部長補佐 宮島孝明

職員 池田浩之 (主任)小 岩一雄 (主任) 宮沢弘(主 事)

調査課長 百瀬長秀 土屋積 広瀬昭弘

調査研究員

青木一男
上田 真

川崎 保

鶴田典昭
西嶋 力

宮島義和

石原州一

宇賀神誠司

桜井秀雄

寺内隆夫
西山克己

柳沢 亮

市川桂子
臼居直之

澤谷昌英

徳永哲秀

広田和穂
若林 卓

市川隆之
臼田広之

田中正治郎

鳥羽英継
藤原直人

伊藤友久

大竹憲昭
谷 和隆

蟄田 明

町田勝則

上田典男
河西克造

田村 彬

西 香子

水沢教子

調査員 中島英子' 西嶋洋子 平出潤一郎 山崎まゆみ
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